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本市の下水道事業は、1952年（昭和27年）に戦災復興事業と合わせて公共下水
道事業認可を取得し、新浜処理区の公共下水道工事に着手しました。

1974年（昭和49年）には、「芦田川流域下水道事業」が広島県を事業主体とし
て計画され、府中市から旧新市町、福山市（後に旧沼隈町も編入）に跨る広域的
な整備が進められました。

1978年（昭和53年）には、福山市も芦田川流域下水道に接続するための事業認
可を取得し、芦田川流域関連公共下水道・芦田川処理区として1984年（昭和59
年）に供用開始しました。

松永地域では、松永浄化センターを終末処理場とする松永処理区として整備が
進められ、1992年（平成4年）に供用開始しました。

2014年（平成26年）新浜処理区の下水は芦田川流域下水道に接続替し、芦田川
流域関連公共下水道・芦田川処理区に編入しました。

2023年（令和5年）度末時点では事業区域を松永処理区では約627ha、芦田川処
理区では7,999haまで拡大し、現在も事業継続中です。
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名　　　　称

神島中継ポンプ場

所　 在 　地

福山市山手町五丁目

排 除 方 式

新浜ポンプ場

所　 在 　地 福山市明王台四丁目 福山市西町三丁目

福山市松浜町三丁目

所　 在 　地 福山市大門町五丁目 福山市坪生町四丁目

福山市明王台二丁目

排 除 方 式 分流式（汚水） 分流式（汚水）

現 有 能 力 5.5 ㎥/分 2.8 ㎥/分

現 有 能 力

14.4 ㎥/分

供用開始年月

1990年8月

名　　　　称

分流式（汚水）

排 除 方 式 分流式（汚水） 分流式（汚水）

合流式（雨水）

現 有 能 力 1.6 ㎥/分 9.6 ㎥/分

553.0 ㎥/分

供用開始年月 1986年12月 1973年4月

1959年6月

供用開始年月 2001年4月 2006年4月

1986年12月

名　　　　称 明王台第2中継ポンプ場 木之庄中継ポンプ場

分流式（汚水）

0.8 ㎥/分

大門中継ポンプ場 坪生中継ポンプ場

明王台第１中継ポンプ場

名　　　　称 手城ポンプ場 松浜ポンプ場
一ツ樋ポンプ場
（増設中）

※2028年度供用開始予定

所　 在 　地 福山市東手城町二丁目 福山市松浜町三丁目 福山市東川口町一丁目

排 除 方 式 分流式（雨水） 分流式（雨水） 分流式（雨水）

現 有 能 力 1,092.0 ㎥/分 740.0 ㎥/分 744.0 ㎥/分

供用開始年月 1988年11月 1983年4月 1968年4月

名　　　　称 箕島ポンプ場 水吞ポンプ場 大津野ポンプ場

所　 在 　地 福山市箕島町字飛地 福山市水呑町三新田二丁目 福山市大門町五丁目

排 除 方 式 分流式（雨水） 分流式（雨水） 分流式（雨水）

現 有 能 力 136.2 ㎥/分 1,581.0 ㎥/分 1,111.0 ㎥/分

供用開始年月 1967年4月 1975年4月 1985年11月

名　　　　称 中津原ポンプ場
千田ポンプ場
（増設中）

※2027年度供用開始予定

森脇ポンプ場
（建設中）

※2029年度供用開始予定

所　 在 　地 福山市御幸町大字中津原 福山市御幸町字坂田渡 福山市御幸町大字森脇

排 除 方 式 分流式（雨水） 分流式（雨水） 分流式（雨水）

現 有 能 力 114.0 ㎥/分 722.0 ㎥/分 ―

供用開始年月 2008年9月 1990年3月 ―
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福山市柳津町一丁目

分流式（雨水）

3.0 ㎥/分

1993年4月

名　　　　称 松永浄化センター

所　 在 　地 福山市柳津町一丁目１０番１号

現有処理能力 7,400 ㎥/日

現有処理方式 標準活性汚泥法

供用開始年月 1992年4月

柳津ポンプ場 松永ポンプ場

機織ポンプ場

所　 在 　地

福山市柳津町三丁目 福山市松永町五丁目

福山市南松永町三丁目

排 除 方 式

分流式（雨水） 分流式（雨水）

分流式（雨水）

名　　　　称 本郷川中継ポンプ場

所　 在 　地 福山市南今津町

排 除 方 式 分流式（汚水）

現 有 能 力 1.1 ㎥/分

供用開始年月 2003年4月

福山市柳津町一丁目

分流式（雨水）

西系用地排水ポンプ場

54.0 ㎥/分

1989年6月

現 有 能 力

352.0 ㎥/分 680.0 ㎥/分

432.0 ㎥/分

供用開始年月

1994年3月 1977年10月

2002年4月

相生ポンプ場名　　　　称



1 明見ポンプ場 引野町南一丁目１１番１号 1974年度

2 鳳第３ポンプ場 伊勢丘八丁目５番 1976年度

3 城北第１ポンプ場 久松台二丁目３４番 1978年6月

4 城北第２ポンプ場 久松台二丁目地内 1978年6月

5 宇山ポンプ場 春日町宇山１２７ 1990年5月

6 北本庄マンホールポンプ 北本庄五丁目地内 1995年4月

7 今津島マンホールポンプ 松永町三丁目地内 1995年7月

8 引野北マンホールポンプ 引野町北三丁目地内 1995年12月

9 相方マンホールポンプ 新市町大字相方２５８番２ 1996年4月

10 明王台補助ポンプ場 明王台四丁目１３番 1996年4月

11 横尾駅前マンホールポンプ 横尾町一丁目地内 1998年7月

12 福山港南マンホールポンプ 新涯町二丁目地内 1998年7月

13 千田北第１マンホールポンプ 千田町三丁目地内 1999年9月

14 千田北第２マンホールポンプ 千田町三丁目地内 1999年9月

15 山手マンホールポンプ 山手町七丁目地内 1999年9月

16 箕島第1マンホールポンプ 箕島町地内 2000年12月

17 駅家近田マンホールポンプ 駅家町地内 2001年4月

18 御幸マンホールポンプ 御幸町地内 2001年4月

19 千田南第１マンホールポンプ 千田町二丁目地内 2001年4月

20 駅家中島マンホールポンプ 駅家町地内 2002年4月

21 引野北五丁目マンホールポンプ 引野町北五丁目地内 2002年4月

22 北本庄第２マンホールポンプ 北本庄三丁目地内 2003年8月

23 西深津マンホールポンプ 西深津町五丁目地内 2004年3月

24 神村第１マンホールポンプ 神村町地内 2004年4月

25 水呑向丘第１マンホールポンプ 水呑向丘地内 2004年12月

26 松永町四丁目マンホールポンプ 松永町四丁目地内 2005年4月

27 高西町二丁目マンホールポンプ 高西町二丁目地内 2005年4月

28 千田南第２マンホールポンプ 千田町二丁目地内 2006年2月

29 駅家万能倉マンホールポンプ 駅家町地内 2006年4月

30 坪生第１マンホールポンプ 坪生町四丁目地内 2006年4月

31 沼隈草深第１マンホールポンプ 沼隈町地内 2006年4月

32 沼隈明神マンホールポンプ 沼隈町地内 2006年4月

33 神村第２マンホールポンプ 神村町地内 2006年4月

34 坪生第３マンホールポンプ 坪生町五丁目地内 2007年4月

35 神辺第１マンホールポンプ 神辺町地内 2008年4月

36 御幸第１マンホールポンプ 御幸町地内 2008年4月

37 千田北第３マンホールポンプ 千田町四丁目地内 2008年4月

38 津之郷第１マンホールポンプ 津之郷町地内 2008年4月

39 瀬戸第１マンホールポンプ 瀬戸町大字長和２５２番地の２ 2008年4月

40 戸手第１マンホールポンプ 新市町地内 2008年5月

（マンホールポンプ）

分流式（雨水）

現 有 能 力 320.0 ㎥/分 720.0 ㎥/分 875.0 ㎥/分

現 有 能 力 1,812.0 ㎥/分 246.0 ㎥/分 504.0 ㎥/分

供用開始年月 1985年4月 1993年5月 1987年4月

名　　　　称 千年ポンプ場 大山ポンプ場
中央ポンプ場
（増設中）

※2031年度供用開始予定

所　 在 　地 福山市沼隈町草深 福山市入船町三丁目 福山市東川口町一丁目

排 除 方 式 分流式（雨水） 分流式（雨水）

供用開始年月 ―

供用開始年月 1977年4月 1973年4月 2011年4月

名　　　　称
蔵王ポンプ場(建設中)
※2028年度供用開始予定

所　 在 　地 福山市明神町二丁目

現 有 能 力 ―

排 除 方 式 分流式（雨水）

名　　　　称 新涯ポンプ場 新市ポンプ場 戸手ポンプ場

所　 在 　地 福山市新涯町四丁目 福山市新市町大字新市 福山市新市町大字戸手

排 除 方 式 分流式（雨水） 分流式（雨水） 分流式（雨水）

１.福山市における下水道事業の概要

1-2．芦田川処理区 1-3．マンホールポンプ

（5）



81 草戸第１マンホールポンプ 草戸町地内 2020年4月

82 坪生第１０マンホールポンプ 坪生町南三丁目地内 2020年4月

83 坪生第１１マンホールポンプ 坪生町南三丁目地内 2020年4月

84 坪生第８マンホールポンプ 坪生町及び坪生町六丁目地内 2020年8月

85 大門第４マンホールポンプ 大門町地内 2023年2月

86 瀬戸第２マンホールポンプ 瀬戸町地内 2024年4月

87 宇山第１マンホールポンプ 春日町地内 2026年6月

88 宇山第２マンホールポンプ 春日町地内 2026年6月

89 服部中央中継ポンプ場 駅家町地内 2014年3月

90 服部本郷マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

91 雨木マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

92 服部永谷１号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

93 服部永谷２号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

94 服部永谷３号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

95 服部永谷４号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

96 服部永谷５号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

97 服部永谷６号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

98 服部永谷７号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

99 新山１号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

100 新山２号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

101 新山３号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

102 新山４号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

103 新山５号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

104 助元１号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

105 助元２号マンホールポンプ 駅家町地内 2003年4月

（マンホールポンプ）

施      設      名 住               所 供用開始年月

41 坪生第４マンホールポンプ 坪生町一丁目地内 2009年4月

42 水呑第１マンホールポンプ 水呑町地内 2009年4月

43 水呑第２マンホールポンプ 水呑町地内 2009年8月

44 今津第１マンホールポンプ 今津町地内 2010年6月

45 竹ヶ端第１マンホールポンプ 水呑町地内 2010年7月

46 加茂第１マンホールポンプ 加茂町地内 2011年4月

47 赤坂第１マンホールポンプ 赤坂町地内 2011年4月

48 今津第２マンホールポンプ 今津町地内 2011年4月

49 神辺第２マンホールポンプ 神辺町地内 2012年3月

50 明王台第１マンホールポンプ 明王台三丁目地内 2012年3月

51 明王台第２マンホールポンプ 明王台一丁目地内 2012年3月

52 水呑第３マンホールポンプ 水呑町地内 2012年3月

53 明王台第３マンホールポンプ 明王台一丁目地内 2013年3月

54 沼隈常石第３マンホールポンプ 沼隈町地内 2013年3月

55 沼隈常石第５マンホールポンプ 沼隈町地内 2013年3月

56 竹ヶ端第２マンホールポンプ 水呑町地内 2013年4月

57 柳津マンホールポンプ 柳津町地内 2013年4月

58 沼隈常石第４マンホールポンプ 沼隈町地内 2013年5月

59 坪生第５マンホールポンプ 坪生町南二丁目地内 2014年3月

60 神島マンホールポンプ 神島町地内 2014年3月

61 今津第４マンホールポンプ 今津町地内 2014年3月

62 沼隈常石第９マンホールポンプ 沼隈町地内 2014年6月

63 戸手第２マンホールポンプ 新市町地内 2015年3月

64 大門第１マンホールポンプ 大門町地内 2015年3月

65 大門第２マンホールポンプ 大門町地内 2015年3月

66 大門第３マンホールポンプ 大門町旭地内 2015年3月

67 高西町一丁目マンホールポンプ 高西町一丁目地内 2015年3月

68 今津第３マンホールポンプ 今津町地内 2015年3月

69 今津北マンホールポンプ 今津町地内 2015年3月

70 松永町三丁目マンホールポンプ 松永町三丁目地内 2015年3月

71 沼隈常石第６マンホールポンプ 沼隈町地内 2015年5月

72 坪生第６マンホールポンプ 坪生町一丁目地内 2015年6月

73 坪生第７マンホールポンプ 坪生町六丁目地内 2016年3月

74 箕島第２マンホールポンプ 箕島町地内 2016年3月

75 沼隈常石第２マンホールポンプ 沼隈町地内 2016年3月

76 水呑第４マンホールポンプ 水呑町地内 2017年12月

77 引野マンホールポンプ 引野町地内 2018年3月

78 伊勢丘第２マンホールポンプ 伊勢丘四丁目及び伊勢丘二丁目地内 2019年10月

79 食肉センターマンホールポンプ 御幸町地内 2019年11月

80 伊勢丘第１マンホールポンプ 伊勢丘四丁目地内 2020年4月

施      設      名 住               所 供用開始年月

（マンホールポンプ）
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名　　　　称

所　 在 　地

現有処理能力

現有処理方式

供用開始年月

神辺工業団地汚水処理施設

福山市神辺町旭丘20番地

80 ㎥/日

活性汚泥法(長時間曝気)＋接触曝気

1991年4月

1 中央雨水滞水池（汚水関連施設） 東川口町一丁目１番１号 2014年4月

2 宮内調整池（雨水関連施設） 新市町大字宮内１８１－２ 2011年4月

（貯留施設）



ヒト 職員体制

一定の職員数を確保できていま
す。

職員数は横ばいであるものの、
30歳未満の職員の割合はやや少な
い状況にあります。

２.福山市における下水道事業と課題
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モノ
2024年(令和6年)度末時点では合流管のほとんどが50年を経過しています。

全体では経過年数が50年以上の管きょが10％ほどですが、今後20年以内に50
年以上経過する管きょは約50％となり、老朽化が進行した管路が急増します。

老朽化施設の急増（管路）

２.福山市における下水道事業と課題
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現状で目標耐用年数を超過した資産が概ね10％以上となっています。

今後は、全ての施設で耐用年数を超過した資産が増加するため、計画的な
改築が求められています。

モノ 老朽化施設の急増（施設）

２.福山市における下水道事業と課題

（出典：福山市公共下水道ストックマネジメント修繕改築計画策定業務委託

報告書（ポンプ場施設編）令和4年3月）

点数
目標耐用
年数超過

目標耐用
年数未満

214 0 214

120 5 115
795 221 574

128 0 128
232 16 216

130 14 116
682 119 563

191 11 180
24 0 24

38 0 38
82 0 82
10 0 10

60 45 15
58 32 26

213 155 58
27 23 4

530 61 469
346 51 295

1,772 495 1,277
356 34 322

中継ポンプ場

ポンプ場(雨水)
マンホールポンプ

全工種
計

土木

処理場
中継ポンプ場

ポンプ場(雨水)
マンホールポンプ

建築・

設備

処理場
中継ポンプ場

ポンプ場(雨水)
マンホールポンプ

設備点数

施設工種

処理場

機械

電気

処理場
中継ポンプ場

ポンプ場(雨水)
マンホールポンプ

処理場
中継ポンプ場

ポンプ場(雨水)
マンホールポンプ

（9）

（出典：松永浄化センター修繕改築計画策定業務委託 報告書 令和6年2月）



カネ 更新需要の増大

２.福山市における下水道事業と課題

現状の経費回収率は100％で推移しており、適切な運営が出来ていると考
えられます。

しかし、汚水処理原価は近年増加しており、今後も物価高騰や労務単価
の上昇が見込まれることや、管きょ等の老朽化が進むことによる改築需要
に伴う投資の増加が見込まれることから、安定した運営が求められます。

（出典：令和6年度 経営比較分析表）

① 経費回収率（％） … 事業に必要な経費を料金収入でどの程度回収できているかを示す指標。

② 汚水処理原価(円) … 汚水1㎥を処理するために要した費用。

③ 管渠老朽化率(％) … 法定耐用年数を経過した管きょ延長の割合。

（10）



まとめ 福山市の課題と今後の対応方針

今後の対応方針現状分析・課題観点

将来の計画的な事業執行に備えて、官民が相
補的な関係において、確実な事業運営を実施

・30代未満の職員の割合がやや少ない
⇒将来増加する業務に対する人員不足
⇒これまで培ってきた技術や専門知識
の継承が困難

ヒト

維持管理を起点とした改築更新計画に則り、適
切に更新を実施
新設・改築計画と整合を図った維持管理の実施

・老朽化管路・施設の増加
・計画的な施設改築の実施
⇒網羅的な改築事業の実施は様々な観
点から困難であるため、維持管理を
重点に置いた更新計画が必要

モノ

「行政責任を踏まえたうえで公と民の役割分担
を明確にし、可能な業務について民間活力を導
入」することで、市民サービスを安定的に提供

・更新需要の増大に伴う投資額増
⇒使用料収入の減少や物価高騰等によ
る事業費の増大により、安定的な下
水道事業運営の継続が困難

カネ

下水道事業の課題
【ヒト・モノ・カネ】

官⺠連携事業
（PPP/PFI）を推進

２.福山市における下水道事業と課題

（11）



３.ウォーターPPPを導入する必要性について

国は下水道事業が抱える課題（ヒト・モノ・カネ）を解決するための手法の一
つとして民間の創意工夫を活かし、 事業の効率化を向上させることができる官
民連携事業（PPP/PFI）の推進を提示しています。また、地方公共団体において、
それぞれの経営課題や地域の実情をしっかり分析し、様々な解決策と共に
PPP/PFI についても検討し、官と民の最適な関係を模索したうえで、PPP/PFI が
有効と判断したうえで導入することが重要としています。

（出典：下水道分野におけるPPP/PFI手法選択のためのガイドライン（令和5年3月）P.2）

（12）



国は令和5年度の「PPP/PFI推進アクションプラン」において、下水道事業の官
民連携のレベルアップとして新たに「ウォーターPPP」を位置付けました。
ウォーターPPPは、コンセッション方式（レベル４）と管理・更新一体マネジメ
ント方式（レベル3.5）の総称となります。

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版（令和7年4月）P.4）

ウォーターPPPとして新たに位置付け

現況

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（13）



管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）は、レベル４に準ずる効果が
期待できる官民連携方式として、段階的に移行するための方式です。また、レベ
ル3.5は、下記に示す４要件を満たす必要があります。

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版（令和6年11月）P.4）

４要件

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（14）



管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）の検討を進める際には、少な
くとも一つの処理区を選択（管理者の任意）し、管路施設・ポンプ場等のすべて
の施設※を対象とする必要があります。
※対象施設を限定する場合は客観的情報に基づいた説明が必要
客観的な情報例：導入可能性調査（FS）やマーケットサウンディング（MS）の結果や経過、

外部有識者による意見、VFMの結果等

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版（令和7年4月）P.11）

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（15）



国は令和９年度以降の汚水管の改築（緊急輸送道路下等の耐震化は除く）に係る
国費支援に関して、WPPP導入が決定済みであることを要件化しています。

したがって、ウォーターPPPを導入しない場合、適切な国費支援を受けられず、
本市の負担が増加することから、早期の官民連携事業の導入検討が必要となります。
※レベル3.5の場合、当該事業に関する入札・公募を令和8年度までに開始することで要件化を充足

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版（令和6年11月）P.36）

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（16）



国費支援は汚水管の改築に係るものであり、「社会資本整備総合交付金」、
「防災・安全交付金」、個別補助金等が該当します。よって、改築そのものだけ
でなく、ストックマネジメント計画や総合地震対策計画の策定や調査・診断費
用も対象となります。本市においても、今後汚水管の老朽化が進行するため、計
画的な改築を実施する必要があることから、国費支援が必須となります。

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版（令和6年11月）P.37）

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（17）



３.ウォーターPPPを導入する必要性について

対象施設や業務範囲の設定は、客観的な情報（マーケットサウンディング等）
に基づいて実施する必要があります。

本市においては、対象施設や業務範囲、４要件などに関するマーケットサウン
ディングを実施し、その結果を参考に事業スキームを決定します。

出典：「下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版（令和6年11月）P.52」

（18）



ウォーターPPPの受託者としては、単独の民間事業者等、JV、SPC等の新会社の
設立が考えられます。

JV（共同企業体）とは、複数の事業者が共同で事業を実施することに合意して
結合した事業組織体のことを指します。

SPCとは、事業を行うために設立された事業会社のことを指します。

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版（令和7年4月）P.52）

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（19）



まとめ 福山市が期待するウォーターPPP導入効果
官民連携により、市の体制補完と技術継承を両立する他、維持管理

情報を活用した効率的な改築及び事業運営を期待しています。

【経営改善】
・維持管理・更新の一括発注
・民間の創意工夫による費用軽減

【体制補完・技術継承】
・職員負担の軽減
・民間による技術力の補完

ヒト

【施設の老朽化対策】
・性能発注による創意工夫
・民間のノウハウの活用

モノ カネ

福山市 民間事業者等

連携

３.ウォーターPPPを導入する必要性について

（20）



対象施設・業務は原則として10年間はウォーターPPP事業者が優先して担当す
るため、ウォーターPPP事業に参入できなかった民間事業者は受注機会が減少す
ることから、対象施設・業務の選定は慎重に検討する必要があります。

４.ウォーターPPP導入による注意点について

（21）

W-PPP事業者外対象業務 維持管理

更新計画案作成

更新（改築）

…

・売上が安定
・10年間分の業務量を確保

・対象施設・業務の原則受注不可
・売上見込みが立てにくい
・当該施設の受注機会減少
・他処理区、他自治体案件

への展開が必要

W-PPP対象施設・業務（例）

優先的に担当
対象施設

W-PPP事業者



５.福山市の導入検討方針（案）

本市では、下水道事業における課題への対応として、段階的に官民連携方式を
実施していく観点から、管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）を導入
する方針です。

本市が目指す官民連携事業
（出典：内閣府「ウォーターPPPの概要（令和5年6月）」）

（22）

複数年度・複数業務
による民間委託
【レベル2.5】

長期契約(3～5年)

性能発注

維持管理
(ユーティリティ含む)

修繕の一部
(小規模のみ)

処理場・ポンプ場

市直営管理

管路施設

現況

運営権の設定や利用料金収受等
設定等、官民で調整事項が多く、
導入まで時間を要する



本市では、新浜ポンプ場改築事業（DBO方式）が進められており、2028年（令和
10年）から第2フェーズがスタートします。管理する雨水排水施設を段階的に拡大
し、最終的に一体的に管理する計画のため、雨水排水施設はW-PPP事業の範囲から
除外する方針で検討中です。

５.福山市の導入検討方針（案）

（23）
（出典：新浜ポンプ場改築事業に係る事業者選定委員会 説明資料(3/3)

（出典：新浜ポンプ場改築事業に係る事業者選定委員会 説明資料(2/3)



B案
【松永処理区】 【芦田川処理区】

★本事業の範囲

：松永浄化センター外汚水処理施設等包括的維持管理業務委託（Lv2.5）範囲

本市では、事前に地元企業を中心にプレマーケットサウンディング及び職員ア
ンケートを実施し、導入可能性が高い事業スキーム案として、松永処理区を基本
としつつ、下記の３案より対象施設を選定する方針で検討中です。

５.福山市の導入検討方針（案）

A案
【松永処理区】 【芦田川処理区】

【その他施設】

処理場

ポンプ場(汚)

ポンプ場(雨)

マンホール

ポンプ

ポンプ場(汚)

マンホール

ポンプ

その他施設
※西系用地排水ポンプ場

その他施設
※神辺工業団地汚水処理施設

管路(汚)

管路(雨)

管路(合)

管路(汚)

管路(雨)

★本事業の範囲

C案
【松永処理区】 【芦田川処理区】

★本事業の範囲

（24）

処理場

ポンプ場(汚)

ポンプ場(雨)

マンホール

ポンプ

ポンプ場(汚)

マンホール

ポンプ

その他施設
※西系用地排水ポンプ場

その他施設
※神辺工業団地汚水処理施設

管路(汚)

管路(雨)

管路(合)

管路(汚)

管路(雨)

処理場

ポンプ場(汚)

ポンプ場(雨)

マンホール

ポンプ

ポンプ場(汚)

マンホール

ポンプ

その他施設
※西系用地排水ポンプ場

その他施設
※神辺工業団地汚水処理施設

管路(汚)

管路(雨)

管路(合)

管路(汚)

管路(雨)



５.福山市の導入検討方針（案）
A案（全処理区の処理場、ポンプ場、MP及びその他施設を対象とする場合

（25）



５.福山市の導入検討方針（案）
B案（A案＋松永処理区の管路を対象とする場合)

（26）



５.福山市の導入検討方針（案）

C案（松永処理区の処理場、ポンプ場、MP、その他施設及び管路を対象とする場合)

（27）



数量
施設名称管理区分事業

C案B案A案

約159km約159kmー汚水管
管路施設

公共
下水道

約8km約8kmー雨水管

1 箇所7 箇所7 箇所汚水中継ポンプ場
ポンプ施設

1 箇所1 箇所1 箇所雨水ポンプ場

13 箇所105 箇所105 箇所マンホールポンプマンホールポンプ

1 箇所1 箇所1 箇所松永浄化センター処理場

1 箇所1 箇所1 箇所雨水ポンプ場ポンプ施設
その他

ー1 箇所1 箇所神辺工業団地処理場

【対象施設一覧】

現時点では、次の施設を検討対象としていますが、今後の検討の中で、具体的に
数量を決定します。

５.福山市の導入検討方針（案）

（28）



管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について、契約期間
は、「原則10年」とあることから、10年とする方針とします。

契約
期間 10年とする

（出典：下水道分野におけるウォーターPPPガイドライン第2.0版（令和7年4月P.4））

５.福山市の導入検討方針（案）

（29）



管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について、性能発注
は原則実施とあるため、管路施設は可能な範囲での性能発注、ポンプ場等の施設
は性能発注とする方向で検討中です。

発注
方式 性能発注とする

性能発注仕様発注（従来型）

発注者が必要な性能指標を示し、受注者
はそれを達成するために業務を実施する
方式（詳細は受注者側で決定できる）

発注者が詳細に使用を想定し、受注者
は想定された仕様に忠実に業務を実施
する方式

（出典：下水道事業におけるウォーターPPPガイドライン第1.2版（令和6年11月））

５.福山市の導入検討方針（案）

（30）



管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件のうち、「③維持管理と更
新の一体マネジメント」に関しては、更新実施型、更新支援型は任意に設定が可
能です。したがって、段階的な導入実施の観点から、まずは現在の包括民間委託
から拡張した「更新支援型」とする方向で検討中です。

更新支援型とする
PPP/

PFI手法

（出典：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版【レベル3.5基礎編】 （令和8年4月） P.6）

５.福山市の導入検討方針（案）

（31）



管理・更新一体マネジメント（レベル3.5）の4要件の対応について、プロ
フィットシェアは先行的な事例が少ないことから、国のガイドラインや他都市事
例を踏まえつつ、マーケットサウンディングによる民間事業者からの意見を参考
にして導入する方向で検討中です。

仕組みを導入する

※今後策定される国のガイドライン等を踏まえて比率や内容を検討

ﾌﾟﾛﾌｨｯﾄ
ｼｪｱ

（出典：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版【レベル3.5実務編】（令和8年4月）P.22）

５.福山市の導入検討方針（案）

（32）



現時点での導入予定事業概要

管理・更新一体マネジメント方式（レベル3.5）
（更新支援型）

官民連携方式

10年間
【2029年度(令和11年度)～2038年度(令和20年度)】

対象期間

公共下水道事業対象事業

松永処理区、芦田川処理区
対象区域

(意見集約により検討する)

松永浄化センター、汚水中継ポンプ場、雨水ポンプ
場、マンホールポンプ、管路施設
神辺工業団地汚水処理施設、西系用地排水ポンプ場

対象施設
(意見集約により検討する)

施設の維持管理（維持・修繕）、施設の更新計画案
作成

対象業務
(意見集約により検討する)

仕組みを導入するプロフィットシェア

５.福山市の導入検討方針（案）

（33）



処理場
汚水中継ポンプ場
マンホールポンプ

管路施設工種分類

○○○点検・調査

維持管理業務

○○-運転管理

○--水質分析

○○-ユーティリティ調達

○--廃棄物処分

○○○修繕工事

○○○住民対応

○○○緊急対応

○○○清掃

○○○災害対応

○○○
台帳データ入力

(工事履歴、維持管理)

○○○調査

改築業務
○○○更新計画策定

---改築設計

---改築工事

○○○
業務全体に係る
マネジメント

統括管理
○○○

事業・サービス向上に
資するマネジメント

【対象業務一覧】

現時点では、次の業務を検討対象としていますが、今後の検討の中で、具体的な
業務内容を決定します。

５.福山市の導入検討方針（案）

（34）



【対象業務内容（維持管理業務）】

５.福山市の導入検討方針（案）

（35）

業務内容直近3年の実績対象施設工種分類

マンホール目視調査
TVカメラ調査

マンホール目視調査： 90箇所/年
TVカメラ調査：約4,100m/年

管路施設
点検・調査

維持管理
業務

設備の保守点検・目視調査
日常点検：週1回または2週1回

定期点検：月1回、年1回
処理場・ポンプ場

機械運転操作－処理場・ポンプ場運転管理
水質測定・管理週1～3回処理場水質分析
消耗品交換、補充－処理場・ポンプ場ユーティリティ調達

汚泥等の廃棄約2,900t/年処理場廃棄物処分
管路施設の修繕3件/年管路施設

修繕工事
設備等の修繕約90件/年処理場・ポンプ場

苦情・事故対応等
約300件/年管路施設

住民対応※
0件/年処理場・ポンプ場

苦情・事故対応等
200件/年管路施設

緊急対応※
約20件/年処理場・ポンプ場

管路内清掃約10件/年管路施設
清掃

設備等の清掃約1,000件/年処理場・ポンプ場

工事・維持管理情報の台帳
データ入力(または入力補助)

約2,700件/年管路施設台帳データ入力※2
(工事履歴、維持管

理)
約170件/年処理場・ポンプ場

※ 福山市全体の実績

業務内容想定数量対象施設工種分類

工事に附帯する調査、耐震診
断等

工事に応じて
管路施設

調査
調査・

計画策定
業務

処理場・ポンプ場

ストックマネジメント計画の
見直し

2回（1回/5年）
管路施設

更新計画策定
処理場・ポンプ場



業務内容
想定数量
(10年計)

対象施設対象業務分類

・一元的な業務管理
・官公庁との協議及び関係法令等に

基づく手続き

一式

管路施設
汚水中継ポンプ場
雨水ポンプ場

マンホールポンプ
処理場

その他施設

一元管理
業務全体
に係るマ
ネジメン
ト

統括管理

・各種会議の開催（発注者向け、JV
企業間）

・受託者間の調整及び書類のとりま
とめ

関係者間調整

・業務計画
・定例会議

工程管理

・履行確認への対応
・検査対応
・提案事項への対応

管理者の履行確認の対応

・実施計画書の作成
・報告書の作成、継続的改善

セルフモニタリング

・業務総括、次期への提案、業務の
引継ぎ

業務データ管理・情報公
開

・予算・実施費用等の管理
・業務間での数量・予算の調整等
・インフレスライド
・契約見直し対応

事業管理

・災害対応の全体調整
・災害時維持修繕協定の締結の支援
・BCP訓練の対応

災害対応

【対象業務内容（統括管理）】（1/2）

５.福山市の導入検討方針（案）

（36）



業務内容
想定数量
(10年計)

対象施設対象業務分類

・市催事イベント等への広報活動
・住民への周知文書等の作成・配布

一式

管路施設
汚水中継ポンプ場
雨水ポンプ場

マンホールポンプ
処理場

その他施設

住民への広報、活動・情
報公開

業務全体
に係るマ
ネジメン
ト

統括管理

・実施結果の分析と課題整理、課題
についての改善提案

・品質向上、コスト削減、住民サー
ビス向上への取組

業務改善

事業・
サービス
向上に資
するマネ
ジメント ・中長期的な事業マネジメントの提

案
・次期、官民連携事業に向けた提案

新たな社会要請への対応

・事業マネジメント計画案作成
・効率的なデータ管理手法の提案・

導入
事業マネジメントの実践

・マニュアル作成、勉強会、人材育
成

・人材確保による執行体制の確保
技術継承、人材育成

【対象業務内容（統括管理）】（2/2）

５.福山市の導入検討方針（案）

（37）



実施対象：本市下水道事業におけるウォーターPPP(以下W-PPP)、

包括業務委託、官民連携事業に関心をお持ちの法人またはグループ

実施期間：2026年(令和8年)8月17日～ 2026年(令和8年) 8月31日

設問内容：①W-PPPへの認識・関心の度合いについて

②下水道事業における業務実績について

③W-PPP参入時の体制・業務内容、事業形態について

④W-PPPに関する意見、要望、課題等について

⑤今後の調査について、その他ご意見について

回答方法：Excel形式の調査票をメールにより回答

回答先 ：jyougesui-keikaku@city.fukuyama.hiroshima.jp
（福山市上下水道局工務部上下水道計画課)

マーケットサウンディングの概要

マーケットサウンディングの実施スケジュール

実施内容日程

アンケートの掲載（市HP）2026年(令和8年)8月17日

アンケート提出期限2026年(令和8年)8月31日

アンケート結果の公表2026年(令和8年)9月下旬予定

６.マーケットサウンディング（MS）について

（38）



７.今後のスケジュールについて

今後のスケジュールについては、概ね以下に示すとおりとしていますが、変更
する場合があります。

2029年度
(令和11年度)

2028年度
(令和10年度)

2027年度
(令和9年度)

2026年度
(令和8年度)

導入可能性調査

契約手続及び
公募の準備

契約手続の
実施・契約

ウォーターPPP
事業開始

今後のスケジュール（案）

◎

公募
事業者

選定

引継

期間

◎

導入

マーケットサウンディングの実施（8、10月の2回予定）

個別対話（必要に応じて）

（39）

実施方針(案)・要求水準書(案)の公表

個別対話（必要に応じて）



説明内容及びマーケットサウンディングについて、不明点・疑問点等ある場合は、

以下の担当までご連絡ください。

■ お問い合わせ先 ■

〒720-8526 広島県福山市古野上町15番25号

福山市 上下水道局 工務部 上下水道計画課

ＴＥＬ ： 084-928-1090（代表）

Ｅ-mail： jyougesui-keikaku@city.fukuyama.hiroshima.jp

（40）

（お問い合わせについて）


